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資料3. 現状・導入実績
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福岡市内58ヶ所に導入（令和6年3月末現在）

出所：福岡市「認知症の人にもやさしいデザイン手引き」

• 手引きの策定以降、福岡市内の58ヶ所の建物に導入

福岡市内導入事例
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段差と認識しないよう、トイレと廊下の床の色を統一
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視覚的な混乱を避けるため、乱雑な掲示物は移動し、一箇所にまとめる
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目的のものであるトイレがはっきりとわかるようにする
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壁面と床にコントラストをつけ、立体空間の認識を助ける
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特徴のあるものを作り、空間の目印とする
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外出先でトイレが見つからない不安を減らすため、トイレの場所は分かりやすくする
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コントラストを利用して、安全性と安心感の向上
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見つけたい場所がすぐに見つかるように分かりやすいサインの設置
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扉をそれぞれ特徴的にすることで、部屋の目印となる
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トイレの手がかりとして、標識だけでなく色も用いる
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目的であるトイレや、使ってほしい手すり、トイレットペーパーは、探さなくても
すぐ目に入るようにする
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コントラストを活用して扉を明確にし、見えない場所にあるトイレは標識を利用
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特徴的な壁面があることで、自分の居場所がわかる
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トイレ、手すり、洗面台を引き立てる配色
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スタッフが使用する扉は目立たなくさせる
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福岡市地下鉄七隈線櫛田神社前駅
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福岡市認知症フレンドリーセンター

出所：福岡市「認知症の人にもやさしいデザイン手引き」

• 「福岡市フレンドリーシティ・プロジェクトの取組み
を集約し、市民や企業に最新の知見・技術の提
供と国内外へ発信する拠点として2023年9月に
開設

• 「認知症の人にもやさしいデザイン」を全面導入
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福岡市認知症フレンドリーセンターに導入されているデザインのポイント
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トイレの入口

◼ 男性が女性トイレに、もしくは女性が男性トイレに間違って行ってしまうのを防ぐために、
一目で自分の目的の場所がわかるような色調とサインを設置しています。

改修前 改修後

注：床、男性トイレ内、女性トイレ内は今年度改修の予定
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トイレ内

◼ トイレ内の使って欲しいもの（便器、洗面台、手すり、トイレットペーパーなど）がわかり
やすい色の組み合わせを選定しています。

◼ トイレ内が使用しやすいように便器の向き、手すりの配置、トイレットペーパーの位置、
手すりのサイズに配慮しています。

改修前 改修後
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入口

◼ 一目で場所がわかるように、周囲の壁とコントラストをつけたサインを設置しています。
◼ 照明を追加することで、視認性を高めています。

改修前 改修後
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受付

◼ 色調、家具の形状、植栽などで温かく迎え入れる雰囲気を作り出しています。
◼ コントラストがあり、特徴的な家具を場所の目印として活用しています。

改修前 改修後
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トイレが離れた場所にあるので、統一したサインを判断が必要な場所に配置
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セミナー室

◼ 十分な自然光を取り入れることで、視認性を高め、わかりやすい空間にしています。
◼ 自然光により、明るい雰囲気を作り出しています。

改修前 改修後
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廊下

◼ 床と壁のコントラストを明確にして、空間認識をしやすくしています。
◼ ごちゃごちゃ感を取り除き、必要な情報が必要なときに見つけられるようにしています。
◼ 家具や植栽、写真などで落ち着く雰囲気を作り出しています。

改修前 改修後
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視覚的な障害にならないように床
は統一した色調を使用しつつ、な
だらかなスロープがあることに気づ
いてもらうために、コントラストがあ
り、特徴的な手すりを配置
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談話室

◼ 立体空間認識をしやすい色を組み合わせています。
◼ 視覚的な情報量を最適化し、情報が過度にならないように努め、情報へのアクセスをし
やすくしています。

◼ 自然光と照明を組み合わせて、空間の照度を高めています。

改修前 改修後
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自然との関わりは心を落ち着かせ
てくれるものです。センター内では
各所に緑を配置していますが、こ
れも認知症の人にもやさしいデザ
インです。
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昔の記憶（長期記憶）は長い間保
持されることが多いです。昔の写真
を掲示することで、単に懐かしいだ
けでなく、会話のきっかけになり、
会話に自信が持てたり、人との交
流を促進します。
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落ち着いてセンタースタッフに相談
をしたり、一人でゆっくり時間を過
ごしたりできる空間
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橋本駅駅前広場

出所：福岡市「認知症の人にもやさしいデザイン手引き」

• 屋外エリアへのトライアル導入として、橋本駅周辺地区の駅前広場、駐輪場、公園、道路へ
認知症の人にもやさしいデザインの導入が進められている
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リニューアルオープンとして2024年5月31日に供用開始
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導入事例3：橋本駅駅前広場
事故のリスクを減ら
すために歩道と車道
の色を明確に分けた
路面

天候に影響を受けず
に快適に利用できる
屋根付きの歩道

疲れたら座れる
ように各所に設
置されたベンチ

目的の場所が
分かりやすい
サイン
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橋本駅駅前広場事後評価
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橋本駅駅前広場事後評価

目的

• 七隈線沿線地区のデザイン導入箇所について、認知症の人にもやさしい環境の現地調査を実施
し、効果分析を実施する

• 現地調査の結果をもとに、屋外における認知症デザインの導入やその効果についてまとめを行う

評価フィールド

• 認知症の人にもやさしいデザインの導入有無で、同規模の駅前広場（橋本駅、周船寺駅）で効果
を検証

橋本駅（導入あり） 周船寺駅（導入なし）
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橋本駅駅前広場事後評価

評価の軸（案）

1

2

3

4

サイン

空間

認知症デザイン
導入度

導入プロセス

• サインを8つの要素で評価
• 情報の連続性、情報の配置性、情報の顕在性、情報の視認性、情報
の理解性、情報の多様性、情報の景観性、エモーショナル

• 交通結節点・魅力ある公共空間として求められる評価軸と認知機能
低下高齢者の利用からみた評価軸から、6つの分野で評価

• 安全性、利便性、連続性、滞留快適性、景観性、認知性

• 認知症デザイン導入度を「高齢者と認知症の方のための環境デザイ
ン評価ツール（EADDAT）」にて評価

• 導入時のプロセスや費用などを検証し、成果が出て継続すること、解
決すべき課題を明確にする
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評価の軸（例1）サイン
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評価の軸（例2）空間
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• 高齢者・認知症環境デザイン評価ツール
（Environments for Ageing and Dementia Design 

Assessment Tool, EADDAT）は、認知機能の変化

のためのデザインに関する最新の研究をベースに、
スターリング大学により開発されたもの

• 個人、行政や企業、医療・介護・建築の専門家が、
高齢者や認知症当事者が利用しやすい住居、施設、
公共の場を作るためのツール

• ロンドン交通局と英国カークリーズ・カウンシルによ
る試験運用を経て、現在、住宅、レストラン、カフェ、
公共施設などをより利用しやすくするために利用す
ることができる

• 12分野について達成度評価

• 屋外スペースとウォーキングルート、公共交通
機関、駐車場、エントランス、垂直方向の移動、
トイレ、コントラスト、模様と色、備品・建具・仕
上げ、照明・光、騒音、サインと案内表示

43出所：Dementia Services Development Centre, Stirling University “Environments for ageing and dementia design assessment tool”

評価の軸（例3）認知症デザイン達成度
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スケジュール

• 評価の軸を3者（定村先生、柴田先生、木内氏）で分担して実施
• 現場調査は9月後半から10月に実施予定
• 事後評価の結果（速報）は、第二回ガイドライン化検討委員会で報告予定

月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

キックオフ

実証計画策定

実証準備

実証実施

実証結果まとめ

結果報告

全体取りまとめ
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